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地域農業振興と農業経営研究（序論）

桃　野　作次郎

農業経営の変魏

農業経営と地城農業再編の課題

農業経営研究方法の駈換

激しい経営学研究序論

り，　趨1業経営の変貌

　農業経営はたえ震なく変貌し成長している◎変貌のてん1熱変貌の内容は個々の

経営によって千差万別である。しかし，それらの変貌には…定の方向があるごとく，

地域を同じくするそれぞれの経営はある種のパターンに収れんしていく，農業生産

地の二化とか、主1産地化とは地域農業をトータルとして長期的視点で観察した抽象

的表現であるが，その具体的内容は二二を異にした多様な緬々の経営の成長運動の

トータルでもある。では性格を異にした多くの経営が、ほゴ似た方向にその

組織を変えるのは如何なる理由によるのか、原理的には資本主義経済の発展にとも

なう資源の移動性の増加、より具体的にいうならば移動可能な生産諸三囲の土地に

対する経済的適応、つまり効率に規定されるものであるといえよう。すなわち、豊

度と位置が絶対的に固定している土地を茎革的慶累としている農業経営は、資本翻

地代の成立にともない土地の山高と毒場立地に対応した地代を実現する土地利場方

式に純化するためである。より具体的には商轟生産に対応した土地利用の集約度を

見究めることから最適集約慶の実現する作物を選択蜜ることとなるのである。もと

より斯る集約度の限界確i定は短期的には土地の豊農差に規定されるが、長期的には

豊慶と市場題離の二つの要購が格互規定要鵬として作絹する。

　以上は多様な経営の細蟹をトレンドとして概括的に述べたにすぎない。実際の経

営、実際の農業社会は以上に述べた原理を直ちに受け入れるほど単純でもなければ

スムーズに純化さぜるものでもない。ただ長期的に：考察すると以上のような原理｛《＝

叢i礎ずけられて動いているのが実態であ夢動向である。では短期的にかかる変動噺

しない理由は何か，それは三業経営の暴本的性格である所禽と経営の未分離惟にあ

る。この所有と経営の一体性はそれ慮体長い歴黛の過程に濫って作鉛上げられ疫曝

ので．その経営にと㌘ては或る一部門といえども全体との関りをもって位置ずけら
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れているのである◎したがって農業野営者が、経営再編の契機として与えられる。

轄鮎生産物の飯格変化、②、生産資材の価格変化、（3）、生産方法の変化．働，経営

瞬嬉の家族の対応変化、樹　農業生塵に対する政策の変化、㈲　産叢構造の変化に

憲る経済杜会の変化，等々に対しても短期に対応繊来ないのはその疫めである◎し

かし農業経鴬嵩は前述のような経営再：編の契機が三期に璽勢，験療達成にとっての

三三と認識すると㌫経営と所有の分化に焦点を諭いた選択行勤を起すのである。

提業経営者にとって、とくに農業経営の革新にとって撰極的な契機。或は指標となる

黙のは労働と資本の流動性が高驚つた時である◎いいかえると土地に対するそれら

投入の結果もたらされる報酬水準が三会的水藁を上姻る間は従来の土地利絹方式を

維持するのであろうが，もしそれらの報酬が社会平均的水準を下廻るに至ると、あ

る経営はその維持を断念し、ある経営は経営方式の変更によって対応する・後者の

対応は農業経営の棊礎である土地が空間的不移動牲を持つばかりでなく、それ自体：

収穫逓減の法期によって、それぞれの収益性限界を轟鷺回していることから土地規模

の拡大を潮回として縫営を再編するのである◎政策のサイヂに齢いてもかかる原理

的諸肇簿に暴礎を診き、労働、資本の流動下に閃ける農：業経営の発展を方向ずける

諸綱度（農地制度、金融制度、市揚二度、農業改良毒馨度等）の改善を行うのであるQ

このように農業地域の特化とか、主平地形成が進展するのであるが、個別経営に澄

ける経営再編成と政策にむける共逓の認識或は辛了動骨盤は長期的安定性（8£乏痛i｛巨め

と短購的には効率（夏1｝fflci《製｝（）y）をそれぞれの時点に細いて鹸大に統・含しょうとする

もので、その結果として地域を同じくする鰻々の経営がその土地利用方式為経営形

態を標傘化するのであるQ

　では経営の長競的安定性と、短期的蒲漂としての効率はどのようにして高めるこ

とが出来るであろうか、短期的には霧要の増加に伴う価格騰蹟を盤向する生産：物の

生産を癩回するか，生産から販売に回る過程の技術進歩に期待するかにあるう。長：

期的安定性は短期的矯標の外農業縫営者の企：業的意、1哉とその実践、換需すれば拡大

再産を方向ずけるに十分な規模、組繊の確立が薗提となろうQそれは「地代を含め

三三大の純収益」とい9た紬敦的1護嫉に止るものではない。それらの大慧瀧が三会

的生産ヵの担い手としての農業三等の盤絡を十分目：うらずけるとと臨に、将来に畏

ってスムーズに拡大発展を指向するに一1一分廠ものでなければならない。

　このことの璽下姓は最近における君謎産物の需給肇情の変化によ㌦驚て一一鱗強められ

ている。すなわち、農産物｛《：対する霧要の殆んど；が趨内生産によ・箒て購われていた

時代にあっては農騰物の緬格形成は糊内に：語ける霧蟹増が蔽ちに生嘘煮の綴格上昇
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に反聯し，経営構造に嚢澄；が療ぐと臨再生産嶽響能にしていたが、農産物の需絵が

鑓際化すると事態は奮く変夢．丈競需要の増趣が薩：ちに懸内生産物の緬格に影響を

油点難いむみか逆に輸入増鳶契機に品格低下を掘継、従来…見安定しているか1窺幡、

え恋経蛍を臼飾藪ち凱して不安に烈しいれてい為のである、

　かかる事態に対応す燃経欝は新な条件を毒二面として安定し発展を羅くために高い

紘難寿を方懸ず認る新らしい技術富沢の導入とそれを駆使するに十分な経営組織む

確艦が要講触れ糾うゆ

　しかしてかかる箏態の変化に対応するにはその生産過程の合麗化にあるが生産

過握の舎理化に出発ナる禽理化にはその出発点に：蝕いて凡そ限界が予想される。何

故煮らぱ需要に対する供給不足を麟外生産によって充足しようとする経済改策は腿

麗従来の経営をして経済的不能に陥らせる場合が少くない“桝虎ぱ高度経済成長下

の麦や豆類の生産が数年ならずし本州縫業から脱落しだ経過の申にはつきり見究め

ることが出来よう。したが費てかかる経済事情の下に澄いては，経欝改善のあ蓼方

を帯場掌握に求めることが重要であろう。庵とより経営者の経営改善に関する意志

決定は変乱する条件を的確に予測し，これに対応することであり、それが常に甫場掌握

によらなければならないとするものではないが，現実の提業経営の再編はむしろ晒

場に焦点をあてなければなら濯い織どに大きく変化しているのである。（ここでい

う農産物の市場掌握とは消費考の農産物に対する講一ズとその動向を考慮すること

を意味するものである　。以下その予備的考察として地域機業σ）変貌と再編を併せ

考察しよう。

黛，　農業経営と地域農業再編の諜題

　豆965年以降置0数ケ年に窺って変貌した臼本農業の性格は，

　ω　三民経済の将来発縫にとって補完的織留費亀つ産業としての姓格を整えた

であろうか。

　伽　農高者の将来発縫を3らずけるに十分な生産力と二二性を発現する経鴬体に

整えることがで糞たであろうか。

　繕タ　消費轡の：支持と消費者の晶一ズ1《：応え得為よ嚢な性格を整えたであろうか。

　いずれの諜題に対しても，ノーであろ費ゆ

　農業であ薦と他分薩業であ蔦とを問わず愚麟異鰹済の発話にとって各産業が整座

ゐぺ選轍，以上の三つが完：金な訴訟性をも瀞て襲醐するととであろう。殊に聯件変

鋤に対する調整に鋤較的長期を要する農業に細いては，それら条件の補発的斉愈糎

の酸欄嬬農業発農にと瀞て極めて重要な諜題であるにもかかわらずその実態は藪
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しろ逆転して来九と竜い丸よう◎

　では何故にセ過玄ナ数ケ年に亘る欝本農業は先にかかげたあ鳥ぺ糞姓絡とのギャ

ップを柏互に大羅ぐしたのかQその最も大嚢な理応は．

　／蓋）　196◎年農業藻本法制定以来．・2～3年前酸で～鐵し瓶農叢労働力の流繊と

農業労鋤力不足対策に基本を細いた個別経営の構造改善に憲輔を輸いたことQ

　鋤　趨班を欠い疲農産物の価絡政策を維持し続けて来たこと・

の二点を詣嫡しなければならない。殊に，生産費所得保償方式（米に適腕）と・パ

撃ティ方式の連続的適粥は．欄々の経営の土地利粥のあ夢方を薯しく歪曲化し，適

地適壷、選択的二大の近代化を著しく限碍したことにある。このことは．殊に地力

維持体系の確立を急がなければならない地帯の農業や、機業以外に就業の機会を持

たない地域の農業のあるべき方式を逆転させたといっても過言でない◎若し農業再

編を葵礎ずけるような政策が一般化していたなら、労働力の流出に伴い、適地適経

営を確立するに十分な技術体系と土地利用方式が一般化していたであろうが，展開

し続けたものは、稲作二化を方向ずける政策と、より多くの嚢産物輸入による需要

充足策が支配的であったといえよう。又この期間、圏の行う幽発事業も同様に大き

ぐゆがめられた。すなわち、農産物三二構造の変化に対応し九開発事業の推進には

並々ならぬ努力が見られたが、轟業対象はあるべき方向に比べ著しく歪曲された感

がある。すなわち，従来の開発襲業が耕境の外延的拡大に重点が向けられていたの

に対し、最近にお・いては次第に内部に論ける既存齪叢経営の改善に焦点を向けてき

ノ亀とい．え．よう。

　おくればせながら今臼、従来の饅業界の動向に、強い反回が始頭し始まるに及び、

記しい社会経済の局麟に対処する為には、地域を対象とするいわゆる「地域三業」

の再編が、国策的にも農政的にも、将父濁々の経営にとゆても、畢憩に解決しなけ

ればならない重要な課題となってきた・

　では何故に三后の農業再編が、地域再編との関参に重点を向けなければならなく

廠つたのかQそれは次のような埋由に憲るものであろう。

　現代の臼本経済の体質は疋に麟際分業体1餐il下にあ参、そ礁弊’謬奮修、薦し．発展へ

の疑体的案を実行に移す段階にあるといえ菰うQ漸かる段階で購竃の農業が・その

強力な持続性と安定的発展をもたらすために注欝すべきことは，地域の特殊雛に基

礎を細いた地域内、地域閥の鹸癒資源配分を方向ずける土地利耀方幾と経営；縫ミ式を

確立し、従来ややもすると編つ尭個別或は部分極大を詣回する㊧ではなく・愈地城

：金産叢の極大効屑を導ぐことが璽幾に廠って来允からであ慈Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　一・9？一一



　曝し今後の闘発事業に滋いて，地斌農業金体の：発展衡方向ずける計画が試みられ

ゐ，茎：二する黛も，それには．以蓄のよ多職一一澱的課題壷膿序しな¢劉ればならないであろ

飢詳も乏：煮餐麟かゐヅ離舵スを得7乏地域農業は，地域酸業¢）担い手である個々の農

業経震の私的職益、三三者わ支持と講…ズ．園民門門の正常な三野を基礎ずける礁

と轍、縷つ蜜でもないことであるう“では一一般的課題とはどの説うなものであるの

か㍉ドぞ「轟らは欝ウ藁でもなぐ醸三門；経済の発媛、技術の進歩に対応して、地域の農

業醸どのように薄唇1羅竃れなければ癒ら壕いかを一鍛的命題とするもので・具体的に

は，次の嚢欝つの点に褻とめることが菰蟻来孟う。

　囑・の第一は，地域内の生産構造，生産組織（作雛：栽培作物、飼育響能な嫁門門

○調整しク買一ズト体系）

　館こは。地域間の生産構造，生産組織の調整（オーグン体系）

　上野の二点は，各地域の資源をあ褻すことなぐ効率旧く講発することを意醒する

竜のである。地域農業の再編歳を考欝：すると懇，最も蟻閉すべき基本的なことは，

従来そこで生産，生活経済を営んで墾た平家経済の発獲的方向と轍謝の性絡を疋：し

く解明することである。一般に農家経済は、短期的対応のぐり返しによって、現実

の経営や経済を性略ずけて来たため、あるぺ毫発展の形態からみると，改善のため

に採粥すべき技術に対して転或は叉蜜鱈錠の韓ノい規模鉱大に対して革）、極めて硬

瞳的である。このような硬直性を改めようとするなら1ず，地域内の調整のみでは解

決することはできない。今鷺発展した農業地下でその改薄志が提起されているが、

その解決を同一∴地域内で処理しようとすれば，内部経済はむしろ従衷の地代、利畢

労賃などの報酬を凹しぐ滅ずることになろう難それらの報酬を真に発獲させるために

は、異った地域が掘配に補完しあうζとであろう。それが、第二に指摘したオープ

ン体系、つまり地域間の調整である。

　以上こつは，地域下野艀編に齢ける空1象ll調整の罐1題であるが，この調整にお・いて

特配注意すべ騒は。地門内に澄ける従来の農業の生塵方向を徹鷹的に調整確定する

虹とである・）従来の生産方向を徹籔的に確定するとは，従来の農業生産の技術体糸

の下で、農業生産がどのように硬、干しているのか，それらの硬潜性を解消ずる技術

体系は鶴かを購確にすることである。二三ぱ、稲作地帯に引けゐ経営の硬直性を解

消するキ押ポイントけ，第…に繧反駅増諏，第瓢には醗綴拡大であろ多。何れがよ

夢多くのメリットをも赴らすかは…概に定めかね菰うが，ごく一例的には反1鋏増舗

であるうα反収増撫のメリットが一般化するからこそ．下横拡大がより大きな騒鎌

を持つのである（》で韓：憶反収増傭のだめに齢：ち如・侮なる技術体系が確立塔れなけれ
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ぱならないであろうか。その碁礎は・地力増進体系を響能につ隔る土地利粥方式と経

鴬総織であろうQ経営発展の体系はそれだけではない◎塚族労働力を主体とした経

欝の縫済体系として、嚢本や労働の稼働機会を大選ぐす熟滋肇な組織が於のずから

確鴬建れなければなもないであろうQ菰のような地力増燃体系と継　舞体系を併進溝

せるような慮織とは顛締ようなものであろうかQそして塾それを実環するためにはや

どのような空樹調整が‘必要であるうかは今1．1稲作申心姐1に代表されゐ空聞調整の課題である。

これに対し、酪農地欝にむける経営経済の硬直性の改善は、鎮一に搾乳牛一一頭蟻り

の編乳量増大、三二には飼料生麓能楽の向上，第三は搾乳牛頭数の増加、鑓鰻は飼

料生産親旧の増加などをあげることができようQ一毅的に紮ぐの序列は改善効果の

織能序列でもあるが、これらのうち、館一、第二の能率を向．上するためには、環状

として何が課題となるであろうか◎腰々、一頭当り泌乳量の増大よりも、頭数増加

鳶優先すべしなどとの意見もあるが、それは既に一一頭当りの泌乳水準が高位に達し

ている場合であるQその他、第・一から第鰻に揚げた条件が、解決課題として登場し

てくるのは何か、どのような事情によるかを評すべきであろう。そこで論議される

ものは、ここでもあるべき技術体系との背離の問題であろう。では》その背離を解

消し、積極的な技術体系の確立を配慮しようとするならば，そのステージをどのよ

うに展開させることが重要であろうか・その解答は、地域闇澗整の中にみいだ

すことができよう。又、畑作農業’をζついても、全く同様な関連性を説｝歩彗することが

できよう。

　以上は、地域農業再編成にとって考慮すべき空間調整の問題であるが、地域縫業

再編成にとって重要なもう一つの側癌は、社会経済の動的発展に対応した調整、こ

れである◎憂々は、経溝に飛躍のないこ．とを集舞9ているがだからといって停滞は許

搭れない。この裏は前述し允現象形態の鷹史的、縫三三背娯の羅しい認識と、それ

を棊礎とした計爾調整の必要纏を強調するもので、こ煮での考簾として次跨二点に

対する確たる整麗を必要とする。

　　　その第一一は製短期的な調整

　　　　　第二は冨長期的な調整

ぐれであるQ離者に関しては、個別経鴬の短期的対応に蔚ける隈界／彗韓蓋にもとずく

均衡論をもって．それぞれの嫉格を明かにすることが繊来るが㍉それを棊鍵と／．て

発展均衡のモデルを如劔に描塵繊せ・ぱよいのかQそれ献㍉それぞボ衡の発縦の三階に

齢ける，一園産業構造の動向を的確に予想し、それぞれの三階に劇ける資本並びに

労働の要素用役費用水準を確定1ハこれを棊礎と1ハ織旧地城内生産を趨定する諸
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条件の勤海を予灘し，それらをも爲て発展的均衡愚デルを確定することがで誕よう。

　以上の婿とぐ，地域農業再編は，従来一般にみられたような地域内最適資源配分

藷作繋鞍膏口恥衡化や，鰯別経営に齢ける資源結合の適正化，或は農業生産力に重

心鳶齢いた㌔いわ！：幾燃部分極大く齢職達一編至櫨）ではなく㌔地域聞の最：適資源蹴分

と作藩選択とをむ編成による，いわゆる団体魎大（Gl的麟醸x諭譲）を全経済成長と

む麗婁に凸凹ハて勧懲1灘鷹なければ欺らない。

呂，　農論旨謹1研究方泌⑳転換

　鶴本農業が騰織している疵痕はいくつかあるが資本主義経済が一般化し、且熟化

した段階に詮いても大部分の農業経営が資．本訴地代を発生護せるような経営を確立

することが出来ず．前資本叢義段階或は封建主義時代の経営方式を維持し続けて賑

ることにある◎たとえば資本制地代を嬢：抵；限にみたしていると考えられる農家が畿

に霞立経営農家群を形志しているであろうとすると、麹立経営農家のシェアは年々

増加しつつある；麟それでも僅か9諮％（昭瀦S◎年度）にすぎない　（これらの農

家群は金耕地で黛騒％，農業糧生産額で3§％のシエアーを持っている）のである◎

　したがって大部分の蕪承の燧業経営を滋雨にして聯立経営に移行させるかが習々

の課題である。もと菰夢既に硬直化した鷺本農業の体質を鯛々の経営に即して改善

しようとして転それを受け入れ得る対象は今黛の慰女経営の外数％の農家群にす．

ぎない。したがって蕪本農業再編には従来と異った戦略を適用すべきものと：考える。

　それらの戦略に入る蔚に筆着は難点の綴業経営の宿業的性格に関する現代的位巖

ずけ、その機能と．そのあるぺ毫性格についてふれなければならない。記述する蓑

で臨なく臨界市場を媒介とする経済成長を歴史的必然性とするとき．国内にすける

資本、労働は従来にまして移動性を高める。その結＝果欝然を・心礎とする農業は櫨対

的な生産性の低下のために従来の投質が次第に過剰と映ずることとな蟄、その結果

かかる麟の農盛物に対する需要は砥下する。この場合農業経営の再生を期して纐格

政策を強めると農業は刺戟され経営存続を一一時的に強めるが，筒もなく消費者の識

一ズを消殺し．次いで農業経営の再生産を窮地に痴とし入れるであろう◎年ととも

に強まる第二種兼業化とか離騰はその端的庶あらわれである。

　今鱗，鷺本の経済論策思想の中に高密農1，腐乱化社会に発生した公害との関連で

農業は人聞環境の保金穆擁護莚も果書せるぺ嚢とい9允竜のがあ薦。もとよ如かかる

役割は農業が摩滅衡基礎にしている限参消滅するものではないが，そのことをも・・

て農業が麟銑産業としての機能を果し得るものではないG過澗投資を自然との対決
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による化学的農業生産をあえてしなければならなぐな繋ている冠詞農業をその衝黛

にして「人間環境の保全の役割面々」の機能を評価するわけにはいかない。農業経

鷺のあるべき姿が確立搾れると蕊それ自体の経済的機能発揮と同時に入閥環境の保

金機能を十分に発揮するものでその逆ではない◎

　縫業再編を方向ずける基本的課題は農業生産力の興体的撞い手である個々の擬業

経営の近代化である力札真に近代化を方向ずける従来の主張は鷺本農業に論いて一

三性を持つのであろうか胤たとえば農業直営それ畿体の発展にと登て構築されなけ

ればならないメカ漏ズムの確立はその前提として耕地規模の拡大と各生産部門の技

術改革が前提となっている力瓶それは農地移動性の高い制度の下で可能なことであ

り、又各生産部門の技術革新も規模拡大が前提であることを考慮すると経営発展に

とっての内部的戦略はほとんど不語能に近いことを示唆している。

　経営発展にとっての内部戦略の採絹が不可能であるにもかかわらず異ったいくつ

かの経営の結合によって経営を維持発展させることの町能性を強調するものが少く

ないが、経営発展の意麟が緬別に録溌するものである限参．発展にとっての内部戦

略を持ち得ないものN集りで発媛を企ててもその期するところには薫らないであろ

う。経済成長下での霞本農業の再編は恰も戦時体制下、それは封鎖された経済の下

に訟ける経営戦略の域を幽でいると思われない。否むしろその時代の延長であり強

化とさえ．考え．られる。

　したがって現段階の農業は成長する国詞経済㌔宮島の福祉創造（農業者の福祉は

もとより）にとって如何にあるべ糞かに基点をお滝，再編することが璽要であろう。

　その第一・は、地域農業計画と個坤1経営の調整を明確にする研究態勢を確立するこ

とQ資本薫義経済の一融化は既に資本と労働移動に活声声轟由な環境を整えた発展

段階を認識するならば、志紀醇編にとって最初に注鍵すべ奄ミとは濃産物帯場とそ

の動向を詳かにすることが必要であろう。

　国民経済の発展にともなう農産物憲要構造の変化は一般的トレンドとして認めら

れているが、ある螺のは供給サイドのあり方と対応する曝の癒少なくない。それら

をそれぞれの国民経済の発展の性格に即して確定する菰となぐして濃業擁編を虚し

く感激することは患来ない。基本法綴政は成長農産饗勿の生産拡大齋雛極的に欝1”繕し

た点は評価されるが、それらの密訴を賦娩経済の発展に嘉した晶一ズに応える煮と

を蒸礎として供給態勢（幽内益1三産）を位纏ずけなか爲た点は批劉癬れ廠か飴れげ庶ら

ない。他経営に覗いても予想終れる市楊との騰係で繰三二爾が示細れなか・・疫とこ

ろに大きな反省が求められている。以上のような壌燐を考嬢する義餐承鋭義経済の
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進化は齢のずから地域縫業懸鐵然に灘し経済的立地に婦して特化すべきことを示

しているとレ詫痴回し識鱒齢て新らしい農業への道は地域の画然が資本、労働の

投下に対して承す効癩が平蟻化す’る志うな作饅選択と激地刺灘方式を・同様なこと

はそれぞれ○葎灘生産物㊧輸送雛iに基礎を齢いた再編成即ち地域計顧を示さなけれ

ば癒らない○も菰よ夢地駿農業は従来ともに濁々の経営によって担われて，いること

を考慮するな郁ぼ，綴購経鴬礁盤鑛あみ漉華鞍を遡：蟻：しなければならないが、それら

¢凝／滋性は瞬鱒に薩慮1雀ゴ場響に幽る発縫にとっての壷体の確立である故、個々の経

営に語い剛ぐの生艦はすべて近代的経済的含理性を具脱しているものでなければなら

熊い噂それを果す究極的逆霧本条件は欝頭に認述した資本制地代の創出である。この

創出は麗沃慶に織来した資本制地代の創出である◎この翻出は糖沃度に細いて、そ

の立地に輸いて不移勲的である限1入それ1ま土地利鰐方式如何によって決定するものであ

る。移動的な資本と労鋤，いいか充ると始粥なる地に齢いても拷一費用を負撞すべ

きものの投入によ鼎てその費溺を償い適切な地代を劔繊するのはそれぞれの地域に

選択する作鐸と，資本戴に労鋤の費用を殻少ならしめる技術体系にあろう・

　以上のことに騰：回し蕪本の農業経営蕎騒究にとって反露すべ嚢は、科学としての三

業；経営学の埋解とその濾綿に劇ける矛1薄点の解消．これである。記述するまでもなく農業i経

営学は私経済であ鉱したがってその内容懲翻別経鴬者欝体の経営発展方向を究明

する掌とされ、土地利欝に訟ける作物選択，纒営組織或は還用のすべては予想され

る弓場、経済祉会㌔鯛入的肇情によ9て長期的或は無亙期対応として行動を律するも

のであるが，農業経営学の発展がそれ霞体蕗贔経済の発展と対応し、しかもきびし

い霞隙農業との交渉の経過を経て礁長した臨のであるのに対し、iヨ本の農業経営

学は鰻態依然とした農業態勢の申で先進麟の許された私経済の法細を貫うとしてい

る点にある◎先進麟の農業経営学がこの桝学の特殊性を収益挫（蝕畷1ね厨ll吃y）と

実践の学（Pギ離鰍雌葉醗戦璽v）　として客醗化させてい濱）のは。農業の具体的な撞い争

である農業経鴬がそ吟祉会的任務としての収益性を十分に創造蓮せるに足る欝業の

基本的諸制渡：を確立しているからである◎蕪本の農業経鴬学には本来の農業経営学

研究の外に経営政嬢：衡臨課せられているが，資本鑓地代の確立が難本農業全般に麗

黎轟然のように…鍛北してい燕ければなら胤いことを考えると鷺本農業の1至峯編が撫

ず響1《：むつかしいかが贋省婁れる。

　三者をして農業縫営騨究を地域農業醗幽との関連に翻いて再考させようとしたの
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は以上のような点にあるが、これを体系窺する為には土地¢〉縫掻的分類驚作物込叡

斎の経済的分類葱地域農業システへ装醗化体系を従来の土地灘醗方式，縫鴬組織

と轡せ考察しなければならない◎

磯，新しい経営学概二究

　農叢経営の転換を方向ずける基礎的なものについては、r労働生魔力と土地生産力

の併進」をスムーズに展囎させ得る技術体系と、かかる技術体系愉…般化零せ得る

に十分な諸三度のあ勢方を示唆すべ糞ものと考える。

　その第一のアブ獄一チは。土地資源の利用方式を規定すゐ誌条件を明確にするこ

と。この種の研究は従来の肥沃度分類、甫揚立地分類による適作物選定の外、作付

方式の経営経済的検討を従来の土地分類の上に併せ行い．経営に所属するであろう

金土地の生産力が着実に高まる諸方式の究明と、それらの土地利用方式が最少費網

で生産し得る生産体系を唐墨すべ蓮である。もとより最少藤用で生産し得る生産体

系、いいかえると労働過程がよ釦効率的に行われるためには，それらの労働過程が

十分に資本によって装備されることである。この事は一般に機械体系の大型化を意

味するものとなろうが、それは父、大型機械体系を駆領するに十分廠土地条件（規模

土地改良・発展紙土地利場方式への移行）の整備を要講ずることになろう。このよ

うな考えは決して新しいものではなく、実践的心密経営の行動体系に明白なところ

である。しかして、竜と臨と爽践的研究（P職。霊lc撮s鮭晦）　が経営研究の特徴的

盤幡だとするならば，縦営学の原点は、むしろ女業技術とそれらの存在彩態（経鴬

経済的認識）に関する経癬的研究にあるといわれるべきであろうQ

　したがって、生薩要素としての土地の性質に関する投入効率の差異といった単純

的研究に11二めることなくトータルとしての土地（経営に湧属している全土地）

の利用：方式の違いと生醗力の差異を明確にするものでなくて猷ならない。

筆者は、かつて経営に訟ける土地利用のあり方をリカート砂や掛講一藩ンの篶ll象化し

允地代に止めて埋解するならば、i夷践と収益を課題とする経鴬学の発機につ魚磁気ら

ないことを公表したが、凝営学の新しい体系として，それ難の講馨を十分に窯1出入れ

ることを試みたい。

　譲た生産要素としての資本についても、それらを可変費騰とか不蛮費鱗と抽象化

し、それを静止化毒せて単に資財の理論に翫めることは灘憾れない礁それら¢）：金て

が生産の技術体系としてどのように紐みたてられているかの襟総総態をそれぞれに

ついて整理し、それぞれの経営経済的機能を轡撫にする《とが饗講識れているので
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ある．一…般に・生産物に転化する不変費溺と可変費用は．生産量に対応し、二者が

即滅的であ夢．後者が一一定的であるとい多菰とが、極めて明解のようにみえる～＝の

　　・…鹸譲も、山詞的には多様な変翼をみせる鋤とがあるのである◎

　識海磯本制三代が…般化している農業に細　ハては，年とともに生産過程を資本に

よ肇て装騰す惹が・それは生産そのものが商撮化、つ震り祉会的生産の握い手化し

て鯵礁ぐとを灘瞭する亀ので，かか為段階に憂ると農業経営に勘ける生産過程む資

本装備は黙己資本よ夢も他入費本に依存ナる度合を多くしても、その不安定性は麟

給段階に鋤ぺ叢かに低ぐなる◎このよう廉諸騰構に関する研究は、従来の経営学の

領域にと欝聞乏しい部分であったが，薪しい経営学体系には必ず明確化されなけ

れば壕らない点といえよう。

　労働に関しては，より実践的な考禦にもとずく研究が必要となる。一般に農業経

営は家族労鋤力を主体としているが、その構銭や盤格の違いが経営組織や経営形態

を異にしていみ外．匿1一形態の経営においても家族労働力の構成によってその生産

力に大きな差をもたらしている。このような諸現象を詳にすることは，土地や資本

よりも蒔として重要な意味をもつているのである・労働についてさらに重要な点は，

ほとんど完全に近い商品経済段踏、いいか回る壊らぱいつでもどこにも囎かれた労

働市場の下では，丁丁労働といえども生産に滲回せずして分配にあずかることがで

きないといった社会経済の発展段階で、生産力と生産性を一元的に統一させる労働

体系を研究することが重要であろう。封鎖経済の下に溌ける農産物鱗格決定方式が

古轟経済学要論に示されていた時代と一転していること，農業に従事する入口比が

年とともに低下して来ている時，労働生産力と労働の尚題は．経営学研究の重要な

課題といえよう◎

　以上，従来経営学の基本的生産要素としての土地，労働、資本の三つについての

み考察したにすぎないが、新二しい発展段階でそれらを再考禦すると．きわめて多ぐ

の未解決の課題が菩在し，　そ堵気が今難の機業経欝展開にとってのあい路となって

いたことをも示回している。

　既述のごとく農業経営発展の内部戦略としての規摸拡大や曝生産部門の改善や㌔

外部戦略として欝嫡した他の経営との結合のごと毫臨，以上のような生産要素¢）多

元的有機的研究三三によってその響能性と隈界を明確1償することができるのである・

　又以上のよ肇な研究の成果をも登て経営欝標を爽現しよ多とする技術体系癒藤膿1

する菰ととなれば，それらの完全な適用には地域畿三論を媒介としなければならない

であろう。繕鹸瓶ら．既述において三三なごとく生産力と生産牲を統一的1こ展開せ
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しめる社会経済は、労働と資本。つまり殆んど移動的な資源を特定の鼓衛体系とし

てそれぞれ不移動的要素である土地に間着させる結果．それぞれの地域は．それぞ

れの立地において移動資源の効率を最も高からしめる作饅を麩幹と：し．棊幹作誤を

繍完するに十分な作霞を結合するような土地利綿方式と経鴬形態を採稽するからで

ある。そうして、それらは何れも社会的生産力を内包した生産物として市場にあら

われ、地域の再生麗を方向ずけるのである。
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